
 

・・学学  生生  心心  得得  

  

１１．．文文学学研研究究科科修修了了要要件件単単位位ににつついいてて  

２２．．研研究究指指導導ににつついいてて  

３３．．文文学学研研究究科科賞賞ににつついいてて  

４４．．修修士士学学位位論論文文ににつついいてて  

５５．．博博士士予予備備論論文文のの提提出出ににつついいてて  

６６．．博博士士学学位位論論文文のの提提出出ににつついいてて  

７７．．長長期期履履修修学学生生制制度度ににつついいてて  

８８．．横横断断型型教教育育ににつついいてて  

（（１１））大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム、、大大学学院院等等高高度度副副ププロロググララムムににつついいてて  
（（２２））学学際際融融合合教教育育科科目目ににつついいてて  
（（３３））ココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目及及びびCCOOデデザザイインン科科目目ににつついいてて  

  
～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 
以以下下ににつついいててはは、、文文学学研研究究科科ＨＨＰＰにに掲掲載載ししてていいまますすののででごご覧覧くくだだささいい。。  

◎◎  文文学学研研究究科科  教教育育目目標標  
◎◎  文文学学研研究究科科  デディィププロロママポポリリシシーー  
◎◎  文文学学研研究究科科  カカリリキキュュララムムポポリリシシーー  

大大学学院院学学生生にに関関すするる事事項項  
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大大学学院院学学生生にに関関すするる事事項項   
 
１１．．文文学学研研究究科科修修了了要要件件単単位位ににつついいてて   
  

１１－－１１．．【【平平成成３３１１ ((22001199))年年度度以以降降のの入入学学者者適適用用】】   
   ※ 注 意 ：  平 成 ３ ０ 年 度 以 前 入 学 者 は 、 p.４ ９ を ご 覧 く だ さ い 。  

 
 
博博士士前前期期課課程程・・修修士士課課程程   

科 目 区 分  修了に必要

な単位数 履   修   方   法   等  

高高 度度 教教 養養 教教 育育 科科 目目   22  

「高度教養教育科目一覧表」に掲載されている高度教養教育科目から、２単位修得 
 
 *２単位を超えて修得した場合は、自由選択枠に充当されます 
 
【注意】 
文学研究科では、高度教養教育科目は開講していません。 
他研究科等で開講している高度教養教育科目を履修してください。 

専専 門門 教教 育育 科科 目目   2200  

本研究科博士前期課程・修士課程の授業科目から修得 
 
また、欄外の「専門教育科目についての補足」のとおり認められることがあります。 
（注）必ず認められるわけではありません。 
 
*２０単位を超えて修得した場合は、自由選択枠に充当されます。 

高高度度国国際際性性涵涵養養教教育育科科目目   22  

以下の科目から、２単位修得 
①文学研究科の講義科目（該当する科目は、開講科目一覧表で確認してください。） 
②「高度国際性涵養教育科目一覧表」に掲載されている高度国際性涵養教育科目 
 
*２単位を超えて修得した場合は、①は専門教育科目に、②は自由選択枠にそれぞれ充当

されます。 

自自   由由   選選   択択   枠枠   66  

「自由選択枠」として開講している科目は、ありません。  
自由選択枠に算入できる以下の科目から、６単位を修得してください。  
 (1)高度教養教育科目の中で、２単位を超えて修得した単位  
 (2)専門教育科目の中で、２０単位を超えて修得した単位  
 (3)高度国際性涵養教育科目の②で、２単位を超えて修得した単位  

合   計  3300   
 

専 門 教 育 科 目 に つ い て の 補 足  

在学中に、他の大学院又は外国の大学院で修得した単位（１５単位まで）は、専門教育科目として認められることがあることがあります。

なお、必ず認められるわけではありませんので注意してください。 

 
 
博博 士士後後期期課課 程程   

科 目 区 分  修了に必要な

単位数 履   修   方   法   等  

専専 門門 教教 育育 科科 目目   88  
本 研 究 科 博 士 後 期 課 程 の 授 業 科 目 よ り 修 得  
(博 士 論 文 作 成 演 習 ４ 単 位 以 上 を 含 む ）  

合     計  88   
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１１－－２２．．修修了了要要件件単単位位一一覧覧（（平平成成３３１１((22001199))年年度度以以降降のの入入学学者者適適用用））のの補補足足説説明明  

 

＜＜注注意意ししててくくだだささいい＞＞  

「「修修了了要要件件単単位位一一覧覧」」はは、、みみななささんんがが入入学学ししたた年年度度にによよっってて内内容容がが異異ななりりまますす。。  

必必ずず入入学学ししたた年年度度にに適適用用さされれるる「「修修了了要要件件単単位位一一覧覧」」をを確確認認ししててくくだだささいい。。  

 

 

＜＜博博士士前前期期課課程程・・修修士士課課程程＞＞  

【【１１．．カカリリキキュュララムムににつついいてて】】  

平成３１(2019)年度からのカリキュラムは、「教養教育」、「専門教育」、「国際性涵養教育」

の３つの柱からなります。 

学生のみなさんは、p.４５の修了要件単位一覧と以下の補足説明を確認の上で、修了に必要

な３０単位を修得してください。 

 

【【２２．．修修了了要要件件単単位位ににつついいてて】】  

１）高度教養教育科目（２単位） 

 ○文学研究科での開講はありません。必ず他研究科等で開講される「高度教養教育科目」 

を履修してください。対象となる科目は、「高度教養教育科目一覧」を参照して 

ください。 

 ○２単位を超えて修得した場合は、自由選択枠に充当されます（自由選択枠については後 

述）。 

 

  ＜重要：他研究科等科目の履修登録について＞ 

  ●他研究科等で開講される科目の履修登録期間は、文学研究科科目の履修登録期間と 

異なります。履修登録期間は KOAN 掲示板等で確認をしてください。 

  ●他研究科等で開講される科目の履修登録は先着順です。定員に達した時点で履修登 

録ができなくなりますので注意してください。 

（※できる限り履修登録開始日に履修登録を行ってください。） 

 

 

２）専門教育科目（２０単位） 

 ○科目一覧表に掲載されている科目から履修してください。 

 ○博士前期課程の学生が修士課程の科目を、修士課程の学生が博士前期課程の科目を履 

修することもできます。 

 ○２０単位を超えて修得した場合は、自由選択枠に充当されます。 

 （自由選択枠については後述） 

 

 

３）高度国際性涵養教育科目（２単位） 

 ○文学研究科で開講する講義科目*（①）、または他研究科等で開講する高度国際性涵養教 

  育科目（②）のいずれかから、単位を修得してください。 

 ○２単位を超えて修得した場合、①は専門教育科目に、②は自由選択枠にそれぞれ充当 

されます。 

   例１：①で８単位修得 → ６単位を専門教育系科目の選択科目に充当できる。 

   例２：②で４単位修得 → ２単位を自由選択枠に充当できる。 

 ○同じ学期内に①と②を修得した場合、②が優先して高度国際性涵養教育科目に充当さ

れます。なお、一度確定された単位（科目の区分）は、変更できません。 

 

  *・・・ここで指す講義科目とは、科目名の末尾に“講義”と記載されている科目です 

（例：○○学講義）。対象科目については、開講科目一覧表で確認してください。 

 

４）自由選択枠（６単位） 

 ○「自由選択枠」として開講している科目はありません。 

○修了要件単位一覧に記載されている(1)～(3)の科目から、合計６単位を修得してくだ

さい。 

○成績証明書には、「自由選択枠」という表示はされませんので、KOAN の履修成績や成績 

証明書により、各自で自由選択枠に充当できる科目を確認してください。 

   例： 

(1)高度教養教育科目から２単位 

     (2)専門教育科目から４単位       合計６単位 

 

＜＜注注意意＞＞  単単位位はは分分割割ででききまませせんん！！  

  例えば、４単位の科目を修得した場合、２単位を高度国際性涵養教育科目、２単位を 

専門教育科目に分割して計上することはできませんので、注意してください。 

 

 

 

＜＜博博士士後後期期課課程程＞＞  

○入学年度に関わらず、科目一覧表に掲載されている科目（専門教育科目）から履修してく 

ださい。 

  ※博士前期課程や修士課程のように、「高度教養教育科目」や「高度国際性涵養教育科 

目」の設定はありません。 

○入学年度によって修了に必要な単位数が異なります。 

  ・平成３０年度以前入学者 → １２単位 

  ・平成３１年度以降入学者 →  ８単位 
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１１－－２２．．修修了了要要件件単単位位一一覧覧（（平平成成３３１１((22001199))年年度度以以降降のの入入学学者者適適用用））のの補補足足説説明明  

 

＜＜注注意意ししててくくだだささいい＞＞  

「「修修了了要要件件単単位位一一覧覧」」はは、、みみななささんんがが入入学学ししたた年年度度にによよっってて内内容容がが異異ななりりまますす。。  

必必ずず入入学学ししたた年年度度にに適適用用さされれるる「「修修了了要要件件単単位位一一覧覧」」をを確確認認ししててくくだだささいい。。  

 

 

＜＜博博士士前前期期課課程程・・修修士士課課程程＞＞  

【【１１．．カカリリキキュュララムムににつついいてて】】  

平成３１(2019)年度からのカリキュラムは、「教養教育」、「専門教育」、「国際性涵養教育」

の３つの柱からなります。 

学生のみなさんは、p.４５の修了要件単位一覧と以下の補足説明を確認の上で、修了に必要

な３０単位を修得してください。 

 

【【２２．．修修了了要要件件単単位位ににつついいてて】】  

１）高度教養教育科目（２単位） 

 ○文学研究科での開講はありません。必ず他研究科等で開講される「高度教養教育科目」 

を履修してください。対象となる科目は、「高度教養教育科目一覧」を参照して 

ください。 

 ○２単位を超えて修得した場合は、自由選択枠に充当されます（自由選択枠については後 

述）。 

 

  ＜重要：他研究科等科目の履修登録について＞ 

  ●他研究科等で開講される科目の履修登録期間は、文学研究科科目の履修登録期間と 

異なります。履修登録期間は KOAN 掲示板等で確認をしてください。 

  ●他研究科等で開講される科目の履修登録は先着順です。定員に達した時点で履修登 

録ができなくなりますので注意してください。 

（※できる限り履修登録開始日に履修登録を行ってください。） 

 

 

２）専門教育科目（２０単位） 

 ○科目一覧表に掲載されている科目から履修してください。 

 ○博士前期課程の学生が修士課程の科目を、修士課程の学生が博士前期課程の科目を履 

修することもできます。 

 ○２０単位を超えて修得した場合は、自由選択枠に充当されます。 

 （自由選択枠については後述） 

 

 

３）高度国際性涵養教育科目（２単位） 

 ○文学研究科で開講する講義科目*（①）、または他研究科等で開講する高度国際性涵養教 

  育科目（②）のいずれかから、単位を修得してください。 

 ○２単位を超えて修得した場合、①は専門教育科目に、②は自由選択枠にそれぞれ充当 

されます。 

   例１：①で８単位修得 → ６単位を専門教育系科目の選択科目に充当できる。 

   例２：②で４単位修得 → ２単位を自由選択枠に充当できる。 

 ○同じ学期内に①と②を修得した場合、②が優先して高度国際性涵養教育科目に充当さ

れます。なお、一度確定された単位（科目の区分）は、変更できません。 

 

  *・・・ここで指す講義科目とは、科目名の末尾に“講義”と記載されている科目です 

（例：○○学講義）。対象科目については、開講科目一覧表で確認してください。 

 

４）自由選択枠（６単位） 

 ○「自由選択枠」として開講している科目はありません。 

○修了要件単位一覧に記載されている(1)～(3)の科目から、合計６単位を修得してくだ

さい。 

○成績証明書には、「自由選択枠」という表示はされませんので、KOAN の履修成績や成績 

証明書により、各自で自由選択枠に充当できる科目を確認してください。 

   例： 

(1)高度教養教育科目から２単位 

     (2)専門教育科目から４単位       合計６単位 

 

＜＜注注意意＞＞  単単位位はは分分割割ででききまませせんん！！  

  例えば、４単位の科目を修得した場合、２単位を高度国際性涵養教育科目、２単位を 

専門教育科目に分割して計上することはできませんので、注意してください。 

 

 

 

＜＜博博士士後後期期課課程程＞＞  

○入学年度に関わらず、科目一覧表に掲載されている科目（専門教育科目）から履修してく 

ださい。 

  ※博士前期課程や修士課程のように、「高度教養教育科目」や「高度国際性涵養教育科 

目」の設定はありません。 

○入学年度によって修了に必要な単位数が異なります。 

  ・平成３０年度以前入学者 → １２単位 

  ・平成３１年度以降入学者 →  ８単位 
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１１－－３３．．【【平平成成３３００年年度度以以前前のの入入学学者者適適用用】】   
   ※ 注 意 ：  平 成 ３ １ 年 度 以 降 入 学 者 は 、 p.４ ５ を ご 覧 く だ さ い 。  

課程  
修 了 に 必 要 な  

単位数  
備   考  

博士前期課程  

３０単位  

本研究科博士前期課程・修士課程の授業科目

より修得  
＊ 大 学 院 横 断 教 育 科 目 か ら ４ 単 位 を 上 限 と し て 修 了 に 必

要 な 単 位 に 充 当 す る こ と が で き る 。  
 ＊ 博 士 課 程 教 育 リ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ ム の 履 修 を 許 可 さ

れ た 博 士 前 期 課 程 の 学 生 に 限 り 、 リ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ

ム 科 目 と 大 学 院 横 断 教 育 科 目 か ら 、 合 わ せ て ４ 単 位 を 上

限 と し て 修 了 に 必 要 な 単 位 に 充 当 す る こ と が で き る 。  
修士課程  

博士後期課程  １２単位  
本研究科博士後期課程の授業科目より修得  
（博士論文作成演習４単位以上を含む。）  

 

２２．．研研究究指指導導ににつついいてて   
（（１１））指指導導教教員員ににつついいてて   

大学院新入生は、４月の指定する期日までに「指導教員届・研究指導計画確

認書」を教務係に提出しなければなりません。また、在学中に指導教員を変更

する場合には、所定の手続きを行う必要があります。  
 

（（２２））研研究究指指導導計計画画書書のの提提出出ににつついいてて   
大学院学生は、毎学年の始めの指定された日（掲示により指示します）まで

に、以下のとおり作成してください。詳細については、KOAN掲示板でおしら

せします。  
 

１．研究指導教員と相談の上で研究計画等をまとめた研究指導計画書を作成してください。  
（様式は任意です。サンプル様式を参考に作成してください。）  

２．作成した研究指導計画書は、指導教員および学生がそれぞれ一部ずつ保管してください。 
３．教務係に「研究指導計画確認書」（所定様式）のみ提出してください。  

（研究指導計画書を教務係へ提出する必要はありません。この「研究指導計画確認書」のみ

を教務係へ提出してください。）  

 
（（３３））研研究究概概要要報報告告書書のの提提出出ににつついいてて   

大学院学生は、毎学年の２月の指定された日（掲示により指示します）まで

に、当該年度の研究概要報告書を教務係で配布する表紙を添付のうえ研究指導

教員に提出してください。ただし、下記の博士後期課程の学生は、研究概要報

告書の提出を省略することができます。  
①  １２月期に博士予備論文を提出した学生  
②  博士論文を提出した学生  
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単位修得方法に関する補足説明

●高度教養教育科目

●高度国際性涵養教育科目

高度教養
教育科目
2単位

高度教養教育科目となるのは、主に左図の開講科目です。

文学研究科では、高度教養教育科目を開講していませんので、他研究科等で開
講している高度教養教育科目を２単位修得することが必要です。

該当科目は、「高度教養教育科目一覧」で確認してください。
（シラバスの検索機能、各開講部署のホームページ等でも確認できます。）

要件単位よりも多く修得した場合、自由選択枠の単位となります。

・他研究科の科目
・大学院横断教育科目
・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ科目

多く修得すると、
自由選択枠へ

高度国際性
涵養教育科目

2単位
①文学研究科
（博士前期課程・
修士課程）の

講義科目

②「高度国際性涵養科目一覧」
に掲載の科目
（他研究科等の科目）

・他研究科の科目
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ科目
・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ科目

①～②を多く
修得すると、
自由選択枠へ

文学研究科では開講していません

「高度教養教育科目一覧」
に掲載の科目
（他研究科等の科目）

文学研究科の科目
（文学研究科では
開講していません）

高度国際性涵養教育科目となるのは、主に左図の開講科目です。

文学研究科では、博士前期課程・修士課程の講義科目（ここで指す講義科目とは、
科目の末尾に“講義”と記載されている科目）を、高度国際性涵養教育科目として
います（左図①）。既に要件単位を修得している状態で新たに①の科目を修得し
た場合は、専門教育科目に充当されます。

他に、「高度国際性涵養教育科目一覧」に掲載の他研究科等の科目（左図②）で
も要件を満たすことができます。
該当科目は、「高度国際性涵養教育科目一覧」で確認してください。
（シラバスの検索機能、各開講部署のホームページ等でも確認できます。）

既に要件単位を修得している状態で新たに②の科目を修得した場合は、 自由選
択枠の単位となります。

なお、①と②を同じ学期に修得した場合、②を優先して高度国際性涵養教育科目
の単位に充当します。

既に要件単位を満たしている
場合、本来の専門教育科目
の区分へ

「各科目区分で必要な単位数（要件単位）を満たしたうえで、全体で30単位を満たすまでの単位数」を指します。
(1)高度教養教育科目の中で、２単位を超えて修得した単位
(2)専門教育科目の中で、２０単位を超えて修得した単位
(3)他研究科等の高度国際性涵養教育科目ので、２単位を超えて修得した単位
で満たす必要があります。

●自由選択枠の単位数について

高度教養
2単位

自由選択枠 ６単位

専門教育科目
２０単位

高度国際性
涵養
2単位

文学研究科の
講義科目

他研究科等の
高度国際性

▼▼要要件件単単位位よよりりもも多多くく修修得得ししたた単単位位のの流流れれ

文学研究科の高度国際性涵養教育科目について、高度国際性涵養教育科目の要件単位（２単位）を既に充足している場合は、専門教育科目となります。

他研究科等の
高度教養教育科目

専門教育科目

(1)

(2)

(3)



１１－－３３．．【【平平成成３３００年年度度以以前前のの入入学学者者適適用用】】   
   ※ 注 意 ：  平 成 ３ １ 年 度 以 降 入 学 者 は 、 p.４ ５ を ご 覧 く だ さ い 。  

課程  
修 了 に 必 要 な  

単位数  
備   考  

博士前期課程  

３０単位  

本研究科博士前期課程・修士課程の授業科目

より修得  
＊ 大 学 院 横 断 教 育 科 目 か ら ４ 単 位 を 上 限 と し て 修 了 に 必

要 な 単 位 に 充 当 す る こ と が で き る 。  
 ＊ 博 士 課 程 教 育 リ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ ム の 履 修 を 許 可 さ

れ た 博 士 前 期 課 程 の 学 生 に 限 り 、 リ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ

ム 科 目 と 大 学 院 横 断 教 育 科 目 か ら 、 合 わ せ て ４ 単 位 を 上

限 と し て 修 了 に 必 要 な 単 位 に 充 当 す る こ と が で き る 。  
修士課程  

博士後期課程  １２単位  
本研究科博士後期課程の授業科目より修得  
（博士論文作成演習４単位以上を含む。）  

 

２２．．研研究究指指導導ににつついいてて   
（（１１））指指導導教教員員ににつついいてて   

大学院新入生は、４月の指定する期日までに「指導教員届・研究指導計画確

認書」を教務係に提出しなければなりません。また、在学中に指導教員を変更

する場合には、所定の手続きを行う必要があります。  
 

（（２２））研研究究指指導導計計画画書書のの提提出出ににつついいてて   
大学院学生は、毎学年の始めの指定された日（掲示により指示します）まで

に、以下のとおり作成してください。詳細については、KOAN掲示板でおしら

せします。  
 

１．研究指導教員と相談の上で研究計画等をまとめた研究指導計画書を作成してください。  
（様式は任意です。サンプル様式を参考に作成してください。）  

２．作成した研究指導計画書は、指導教員および学生がそれぞれ一部ずつ保管してください。 
３．教務係に「研究指導計画確認書」（所定様式）のみ提出してください。  

（研究指導計画書を教務係へ提出する必要はありません。この「研究指導計画確認書」のみ

を教務係へ提出してください。）  

 
（（３３））研研究究概概要要報報告告書書のの提提出出ににつついいてて   

大学院学生は、毎学年の２月の指定された日（掲示により指示します）まで

に、当該年度の研究概要報告書を教務係で配布する表紙を添付のうえ研究指導

教員に提出してください。ただし、下記の博士後期課程の学生は、研究概要報

告書の提出を省略することができます。  
①  １２月期に博士予備論文を提出した学生  
②  博士論文を提出した学生  
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大学
院生
必読



３３．．文文学学研研究究科科賞賞ににつついいてて   
文学研究科博士前期課程及び修士課程の学生を対象とし、文学研究科の専門教

育 に お い て 優 秀 な 学 業 成 績 を 修 め た 学 生 を 修 了 時 に 表 彰 す る た め に 文 学 研 究 科

賞を設けています。文学研究科賞受賞者には、文学研究科長より、賞状及び副賞

が授与されます。  
  
４４．．修修士士学学位位論論文文ににつついいてて   
 （（１１））修修士士論論文文のの提提出出ににつついいてて   

修士論文を提出しようとする学生は、あらかじめ当該研究指導教員の承認を

得て修士論文題目を定めておき、下記の期間内に修士論文題目、修士論文を教

務係に提出しなければなりません。提出方法については別途掲示します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文を提出できない場合には、論文提出期間内に「論文提出延期願」を提出

してください。  
論文の書式・分量・製本等については、かならず各専門分野／コースの指導

教員から指示を受けてください。  
提出した論文を取り下げる場合には、提出締め切り日から１０日以内に「修

士論文取り下げ願」を提出してください。  
 
  （（２２））修修士士論論文文のの評評価価基基準準ににつついいてて   

文学研究科における修士論文の評価基準が別に定められています。p.２１８

「大阪大学大学院文学研究科における修士論文の評価基準」を参照してくださ

い。  

  
修修士士論論文文題題目目のの提提出出期期間間：：   

    ２２００２２１１年年１１００月月２２５５日日（（月月））～～１１１１月月５５日日（（金金））１１７７時時   
  

修修士士論論文文のの提提出出期期間間：：   
    ２２００２２２２年年１１月月５５日日（（水水））～～５５日日（（木木））１１７７時時   
  

※※   期期限限ままででにに提提出出ででききなないい論論文文題題目目及及びび論論文文はは受受理理ししまませせんん。。   
    上上記記日日 程程はは変変更更 すするる場場合合 ががああるるのの でで、、掲掲示示 にに注注意意しし ててくくだだささ いい。。   

５５．．博博士士予予備備論論文文のの提提出出ににつついいてて   
博士論文を提出しようとする学生は、博士予備論文を後期課程２年次 12月

（または、３年次以降の６月・ 12月）の所定の期日までに、指導教員の承認

を得たうえで、教務係に提出してください。なお、指導教員が認める場合に

限り、査読つき学術誌等に発表した論文をもって、博士予備論文に代替する

ことができます。  
博士予備論文は、 400字詰め原稿用紙 100枚程度とし、表紙に「論文題目」

「所属・学年」「氏名」を明記し、製本を施すかファイル等で綴じたうえ、

「博士予備論文題目届」とともに提出してください。（「博士予備論文題目

届」には、指導教員の押印が必要です。）  
博士学位を申請する学生は、学位申請の９ヶ月以上前に博士予備論文の審

査に合格していなければなりません。  
博士予備論文の審査は、指導教員及び副指導教員が行い、その報告に基づ

いて本研究科教授会（以下「教授会」という）が合否を判定し、９ヶ月後以

降に学位を申請する資格の可否を決定します。  
（博士予備論文受理期間）  

６月期：２０２１年５月２６日（水）～６月１日（火）  
１２月期：２０２１年１１月２４日（水）～１１月３０日（火）  

 
 
６６．．博博士士学学位位論論文文のの提提出出ににつついいてて   

文学研究科において授与する博士の学位は、博士（文学）とします。ただし、

専攻分野が学際領域等に係るもので、教授会が適当と認めるときは、博士（学術）

の学位を申請することができます。  
（（１１））在在学学中中のの学学位位申申請請   

在学中に博士論文を提出して課程博士の学位を申請しようとする学生は、以

下の条件をすべて満たしていなければなりません。  
①  博士後期課程に２年６ヶ月を超えて在学していること。  
②  修了要件単位のうち、平成３１年度以降入学者は６単位以上、平成３０

年度以前入学者は８単位以上（いずれも博士論文作成演習４単位以上を含

む）を修得していること。研究指導を受け、博士論文の構想を届け出てい

ること。  
③  ９ヶ月以上前に博士予備論文を提出してその審査に合格していること。 
ただし、上記の規定にかかわらず、平成３１年度以降入学者は６単位以上、

平成３０年度以前入学者は８単位以上（いずれも博士論文作成演習２単位以上

を含む）を修得し、研究指導を受け、かつ、優れた研究業績を上げた学生で、

教授会が特に認めた場合には、博士論文の構想の届け出及び博士予備論文の提

出を行っていなくとも、後期課程に半年を超えて在学していれば、博士論文を

提出して学位を申請することができます。ただし、在学期間に関しては、修士
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３３．．文文学学研研究究科科賞賞ににつついいてて   
文学研究科博士前期課程及び修士課程の学生を対象とし、文学研究科の専門教

育 に お い て 優 秀 な 学 業 成 績 を 修 め た 学 生 を 修 了 時 に 表 彰 す る た め に 文 学 研 究 科

賞を設けています。文学研究科賞受賞者には、文学研究科長より、賞状及び副賞

が授与されます。  
  
４４．．修修士士学学位位論論文文ににつついいてて   
 （（１１））修修士士論論文文のの提提出出ににつついいてて   

修士論文を提出しようとする学生は、あらかじめ当該研究指導教員の承認を

得て修士論文題目を定めておき、下記の期間内に修士論文題目、修士論文を教

務係に提出しなければなりません。提出方法については別途掲示します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文を提出できない場合には、論文提出期間内に「論文提出延期願」を提出

してください。  
論文の書式・分量・製本等については、かならず各専門分野／コースの指導

教員から指示を受けてください。  
提出した論文を取り下げる場合には、提出締め切り日から１０日以内に「修

士論文取り下げ願」を提出してください。  
 
  （（２２））修修士士論論文文のの評評価価基基準準ににつついいてて   

文学研究科における修士論文の評価基準が別に定められています。p.２１８

「大阪大学大学院文学研究科における修士論文の評価基準」を参照してくださ

い。  

  
修修士士論論文文題題目目のの提提出出期期間間：：   

    ２２００２２１１年年１１００月月２２５５日日（（月月））～～１１１１月月５５日日（（金金））１１７７時時   
  

修修士士論論文文のの提提出出期期間間：：   
    ２２００２２２２年年１１月月５５日日（（水水））～～５５日日（（木木））１１７７時時   
  

※※   期期限限ままででにに提提出出ででききなないい論論文文題題目目及及びび論論文文はは受受理理ししまませせんん。。   
    上上記記日日 程程はは変変更更 すするる場場合合 ががああるるのの でで、、掲掲示示 にに注注意意しし ててくくだだささ いい。。   

５５．．博博士士予予備備論論文文のの提提出出ににつついいてて   
博士論文を提出しようとする学生は、博士予備論文を後期課程２年次 12月

（または、３年次以降の６月・ 12月）の所定の期日までに、指導教員の承認

を得たうえで、教務係に提出してください。なお、指導教員が認める場合に

限り、査読つき学術誌等に発表した論文をもって、博士予備論文に代替する

ことができます。  
博士予備論文は、 400字詰め原稿用紙 100枚程度とし、表紙に「論文題目」

「所属・学年」「氏名」を明記し、製本を施すかファイル等で綴じたうえ、

「博士予備論文題目届」とともに提出してください。（「博士予備論文題目

届」には、指導教員の押印が必要です。）  
博士学位を申請する学生は、学位申請の９ヶ月以上前に博士予備論文の審

査に合格していなければなりません。  
博士予備論文の審査は、指導教員及び副指導教員が行い、その報告に基づ

いて本研究科教授会（以下「教授会」という）が合否を判定し、９ヶ月後以

降に学位を申請する資格の可否を決定します。  
（博士予備論文受理期間）  

６月期：２０２１年５月２６日（水）～６月１日（火）  
１２月期：２０２１年１１月２４日（水）～１１月３０日（火）  

 
 
６６．．博博士士学学位位論論文文のの提提出出ににつついいてて   

文学研究科において授与する博士の学位は、博士（文学）とします。ただし、

専攻分野が学際領域等に係るもので、教授会が適当と認めるときは、博士（学術）

の学位を申請することができます。  
（（１１））在在学学中中のの学学位位申申請請   

在学中に博士論文を提出して課程博士の学位を申請しようとする学生は、以

下の条件をすべて満たしていなければなりません。  
①  博士後期課程に２年６ヶ月を超えて在学していること。  
②  修了要件単位のうち、平成３１年度以降入学者は６単位以上、平成３０

年度以前入学者は８単位以上（いずれも博士論文作成演習４単位以上を含

む）を修得していること。研究指導を受け、博士論文の構想を届け出てい

ること。  
③  ９ヶ月以上前に博士予備論文を提出してその審査に合格していること。 
ただし、上記の規定にかかわらず、平成３１年度以降入学者は６単位以上、

平成３０年度以前入学者は８単位以上（いずれも博士論文作成演習２単位以上

を含む）を修得し、研究指導を受け、かつ、優れた研究業績を上げた学生で、

教授会が特に認めた場合には、博士論文の構想の届け出及び博士予備論文の提

出を行っていなくとも、後期課程に半年を超えて在学していれば、博士論文を

提出して学位を申請することができます。ただし、在学期間に関しては、修士
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（（参参考考））博博士士後後期期課課程程研研究究指指導導関関係係書書類類・・博博士士学学位位論論文文等等提提出出ススケケジジュューールル   
審 査 手 続 き に つ い て は 、 掲 示 等 に も 注 意 し て く だ さ い 。  

44 月月   「 研 究 指 導 計 画 書 」 の 提 出  
学生→指導教

員・教務係  
対象年次：１～３年次  

  

所定の期日までに指導教員へ「研究指 導計画 書」を、教務係へ「研究 指 導計

画 確 認書 」を提出してください。  
１年次：研究指導計画書に「研究目標を取りまとめたもの」を添付してください。 
２年次：研究指導計画書に「博士論文の構想」を添付してください。  

66 月月   「博士予備論文」の提出  学生→教務係  対象年次：３年次以降  

  
前年度までに「博士予備論文」を提出していない者が対象となります。  
博士予備論文題目届とともに提出してください。  

66 月月   「博士学位論文」の提出  学生→教務係  対象年次：３年次以降  

  

前年度 6 月までに博士予備論文を提出し、審査に合格した学生が対象となり

ます。  
学位申請様式を必要部数用意のうえ、指導教員とともに所定の期日までに教

務係へ提出してください。教務係で学位申請論文の受理後、文学研究科研 究

推進室において、学位申請論文を３週間公開します。その後、審査委員会 に

よる審査を行います。  

1122 月月   「博士予備論文」の提出  学生→教務係  対象年次：２年次以降  

  
前年度までに「博士予備論文」を提出していない学生が対象となります。  
博士予備論文題目届とともに提出してください。  

1122 月月   「博士学位論文」の提出  学生→教務係  対象年次：３年次以降  

  

前年度 12 月までに博士予備論文を提出し、審査に合格した学生が対象とな

ります。  
学位申請様式を必要部数用意のうえ、指導教員とともに所定の期日までに教

務係へ提出してください。教務係で学位申請論文の受理後、文学研究科研 究

推進室において、学位申請論文を３週間公開します。その後、審査委員会 に

よる審査を行います。  

22 月月   「 研 究 概 要 報 告 書（ 正・副 ）」の 提 出  学 生 → 指 導 教 員  対象年次：１～３年次  

  
所定の期日までに指導教員へ「研究概要報告書」を提出してください。  
12 月 期に「博 士予備論 文」また は「博士 学位論文 」を提出 した学生 は、提

出不要です。  

課程又は前期課程を２年未満の在学期間で修了した者については、後期課程と

通算して２年６ヶ月を超えて在学していなければなりません。  
学位論文を申請する場合、学生は指導教員を通じて、申請手続き書類一式を

受領のうえ、所定の期間に教務係に提出してください。  
（課程博士学位論文受理期間）  

６月期：２０２１年６月７日（月）～６月１１日（金）  
１２月期：２０２１年１２月６日（月）～１２月１０日（金）  

 
 

（（２２））休休学学中中のの学学位位申申請請   
休学中の学生は、博士論文・博士予備論文のいずれも提出できません。  
ただし、休学の事由が留学等による場合には、博士予備論文に限り提出する

ことができます。この場合、指導教員の説明書きを添付してください。  
 

（（３３））退退学学後後のの学学位位申申請請   
単位修得退学とは、後期課程に３年以上在学し、所定の単位を修得し、必要

な研究指導を受け、かつ、博士論文の構想を届け出たうえ退学することをいい

ます。  
 

単位修得退学者は、退学後２年間の所定の期間に限り、博士予備論文を提出

することができます。  
学 位 を 申 請 す る 単 位 修 得 退 学 者 は 、 学 位 申 請 の ９ ヶ 月 以 上 前 に 博 士 予 備 論

文の審査に合格していなければなりません。  
博士予備論文の審査は、在学時の指導教員及び副指導教員等が行い、その報

告に基づいて、教授会が合否を判定し、９ヶ月後以降に学位を申請する資格の

可否を決定します。  
単位修得退学者は、在学中もしくは退学後に博士予備論文を提出し、その審

査に合格していれば、大阪大学大学院学則第１３条の規定に基づき、退学後３

年 間 の 所定 の 期 間に 限 り 、博 士 論 文を 提 出 して 課 程 博士 の 学 位を 申 請 する こ

とができます。  
学位申請の際には、在学時の指導教員を通じて、申請に必要な書類等を入手

したうえで教務係に提出してください。（必要書類は、博士学位申請手続き必

要書類一覧を参照してください。）  
その他学位申請に関する手続きについては、教務係に問い合わせてください。 

 
（（４４））博博士士論論文文のの審審査査基基準準ににつついいてて   

文学研究科における博士論文の審査基準が別に定められています。p.２１９

「大阪大学大学院文学研究科における博士学位申請論文の審査基準」を参照し

てください。  
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（（参参考考））博博士士後後期期課課程程研研究究指指導導関関係係書書類類・・博博士士学学位位論論文文等等提提出出ススケケジジュューールル   
審 査 手 続 き に つ い て は 、 掲 示 等 に も 注 意 し て く だ さ い 。  

44 月月   「 研 究 指 導 計 画 書 」 の 提 出  
学生→指導教

員・教務係  
対象年次：１～３年次  

  

所定の期日までに指導教員へ「研究指 導計画 書」を、教務係へ「研究 指 導計

画 確 認書 」を提出してください。  
１年次：研究指導計画書に「研究目標を取りまとめたもの」を添付してください。 
２年次：研究指導計画書に「博士論文の構想」を添付してください。  

66 月月   「博士予備論文」の提出  学生→教務係  対象年次：３年次以降  

  
前年度までに「博士予備論文」を提出していない者が対象となります。  
博士予備論文題目届とともに提出してください。  

66 月月   「博士学位論文」の提出  学生→教務係  対象年次：３年次以降  

  

前年度 6 月までに博士予備論文を提出し、審査に合格した学生が対象となり

ます。  
学位申請様式を必要部数用意のうえ、指導教員とともに所定の期日までに教

務係へ提出してください。教務係で学位申請論文の受理後、文学研究科研 究

推進室において、学位申請論文を３週間公開します。その後、審査委員会 に

よる審査を行います。  

1122 月月   「博士予備論文」の提出  学生→教務係  対象年次：２年次以降  

  
前年度までに「博士予備論文」を提出していない学生が対象となります。  
博士予備論文題目届とともに提出してください。  

1122 月月   「博士学位論文」の提出  学生→教務係  対象年次：３年次以降  

  

前年度 12 月までに博士予備論文を提出し、審査に合格した学生が対象とな

ります。  
学位申請様式を必要部数用意のうえ、指導教員とともに所定の期日までに教

務係へ提出してください。教務係で学位申請論文の受理後、文学研究科研 究

推進室において、学位申請論文を３週間公開します。その後、審査委員会 に

よる審査を行います。  

22 月月   「 研 究 概 要 報 告 書（ 正・副 ）」の 提 出  学 生 → 指 導 教 員  対象年次：１～３年次  

  
所定の期日までに指導教員へ「研究概要報告書」を提出してください。  
12 月 期に「博 士予備論 文」また は「博士 学位論文 」を提出 した学生 は、提

出不要です。  

課程又は前期課程を２年未満の在学期間で修了した者については、後期課程と

通算して２年６ヶ月を超えて在学していなければなりません。  
学位論文を申請する場合、学生は指導教員を通じて、申請手続き書類一式を

受領のうえ、所定の期間に教務係に提出してください。  
（課程博士学位論文受理期間）  

６月期：２０２１年６月７日（月）～６月１１日（金）  
１２月期：２０２１年１２月６日（月）～１２月１０日（金）  

 
 

（（２２））休休学学中中のの学学位位申申請請   
休学中の学生は、博士論文・博士予備論文のいずれも提出できません。  
ただし、休学の事由が留学等による場合には、博士予備論文に限り提出する

ことができます。この場合、指導教員の説明書きを添付してください。  
 

（（３３））退退学学後後のの学学位位申申請請   
単位修得退学とは、後期課程に３年以上在学し、所定の単位を修得し、必要

な研究指導を受け、かつ、博士論文の構想を届け出たうえ退学することをいい

ます。  
 

単位修得退学者は、退学後２年間の所定の期間に限り、博士予備論文を提出

することができます。  
学 位 を 申 請 す る 単 位 修 得 退 学 者 は 、 学 位 申 請 の ９ ヶ 月 以 上 前 に 博 士 予 備 論

文の審査に合格していなければなりません。  
博士予備論文の審査は、在学時の指導教員及び副指導教員等が行い、その報

告に基づいて、教授会が合否を判定し、９ヶ月後以降に学位を申請する資格の

可否を決定します。  
単位修得退学者は、在学中もしくは退学後に博士予備論文を提出し、その審

査に合格していれば、大阪大学大学院学則第１３条の規定に基づき、退学後３

年 間 の 所定 の 期 間に 限 り 、博 士 論 文を 提 出 して 課 程 博士 の 学 位を 申 請 する こ

とができます。  
学位申請の際には、在学時の指導教員を通じて、申請に必要な書類等を入手

したうえで教務係に提出してください。（必要書類は、博士学位申請手続き必

要書類一覧を参照してください。）  
その他学位申請に関する手続きについては、教務係に問い合わせてください。 

 
（（４４））博博士士論論文文のの審審査査基基準準ににつついいてて   

文学研究科における博士論文の審査基準が別に定められています。p.２１９

「大阪大学大学院文学研究科における博士学位申請論文の審査基準」を参照し

てください。  
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大阪大学大学院文学研究科

申請時 審査後

1 学位申請書 様式文１ 紙 1 ○ 文学研究科長宛

紙 1 ○

電子データ
(Word)

1 ○

紙 2 ○

電子データ
(PDF)

1 ○

紙 2 ○

電子データ
(Word)

1 ○

任意様式

右記「備
考」欄の項
目を満たし
て下さい。

6 単位修得退学証明書 紙 1

○
単位修
得退学
者のみ

文学研究科教務係にて発行申込手続を行ってください。
（申し込みから発行までに約３日程度かかります。）

冊子 1 ○

電子データ
(PDF)

1 ○

8 参考論文
審査員
数分

○
参考論
文があ
る場合
のみ

審査用に必要部数を用意してください。
審査用必要部数は、関係教員に確認してください。

紙 1 ○

電子データ
(Word)

1 ○

10

博士論文のインターネット
公表（大学機関リポジトリ
掲載）保留事由に係る報告
書

様式１１ 紙 1 ○
様式１０において「全文の公表の保留希望」を選択した場合は「インター
ネット公表（大学機関リポジトリ掲載）保留事由に係る報告書（様式１
１）」を提出してください。

11 提出後の連絡先 様式１２ 紙 1 ○
論文提出以降の連絡先を記入し提出してください。
留学生の方は英文トランスクリプトに記載する氏名も記入してください。

備　考

2 論文目録 様式２

必要書類等 様式 形式 部数
提出時期

4 履歴書 様式４

3 論文内容の要旨 様式３

5 業績一覧

・著書、学術論文、口頭発表等の題目
・単著、共著の別
・発行書、発表雑誌又は発表学会等の名称
・発行、発表年月日
・ページ数（単行本の場合は、総ページ数ないし担当ページ数を明記してく
ださい。審査対象となる提出論文は、含めないでください。）

閲覧に耐えうるよう製本したものを用意して下さい。（簡易製本でかまいま
せんが、指導教員より指示がある場合はそれに従ってください。）
400字詰め300枚程度を基準としてください。
縦A４版が望ましい。
表紙及び背表紙に論文題目及び学位申請者氏名を必ず記載してください。
審査用に必ず別途必要部数を用意してください。
審査用必要部数は、関係教員に確認してください。

7 主論文

1 ○

指導教員と著作権等に関する内容を相談のうえ提出してください。

博博士士学学位位申申請請手手続続きき必必要要書書類類一一覧覧

４．提出した電子データの内容に変更が生じた場合は教務係に再提出してください。

9
博士論文のインターネット
公表（大学機関リポジトリ
掲載）確認書

様式１０

１．教務係に学位申請する際は、必ず関係教員を通じて行ってください。

　　申請の際は、必ず印鑑を持参してください。

２．課程博士の学位申請期限は、単位修得退学後３年以内（12月又は6月の所定期間内に限ります。）となります。

３．電電子子デデーータタははフファァイイルル形形式式をを確確認認しし、、提提出出ははUUSSBBメメモモリリにに入入れれてて提提出出ししててくくだだささいい。。

（注意事項）

数量は「１冊」としてください。
印刷公表（予定）年月日等が未定の場合は、以下すべての項目を「未定」と
してください。

4000字程度を横書きで作成してください。
原則としてタイプ打ち（９ポイント　ＭＳ明朝体）で作成し、Ａ４版用紙２
枚以内で提出してください。
複数枚にわたる場合、左上ホッチキス止めしてください。

日付は、学位記及び証明書等で確認の上、正確に記入してください。
また、外国人申請者は、外国籍用を使用し、各年月日は、必ず西暦で記入し
てください。

紙

７７．．長長期期履履修修学学生生制制度度ににつついいてて   
文学研究科では、以下の申請資格を満たす大学院生が標準修学年数（修士・博

士前期課程：２年、博士後期課程３年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教

育課程を履修することができるよう「長期履修学生制度」を設けています。  
（（１１））申申請請資資格格   

①職業を有する者  
正規雇用・非正規雇用にかかわらず、恒常的に勤務している者、または勤

務する予定である者。ただし、外国人留学生を除きます。  
②出産・育児・介護等を行う必要のある者  

小 学 校 就 学 前 ま で の 子 を 養 育 す る 必 要 の あ る 者 、 ま た は 親 族 の 介 護 等 を

行う必要のある者。  
③その他、特に長期に履修することが研究教育上必要と認められる者  
  

（（２２））申申請請手手続続きき等等ににつついいてて   
長期履修制度は、入学時・進学時だけでなく、在学中の年度のはじめから適

用することができます。申請手続にあたっては、指導教員と相談のうえ、教務

係が指定する期日（前年度２月頃）までに所定の様式により願い出てください。

ただし、長期履修制度申請時に標準修業年数の残りが１年未満である者は申請

することができません。  
長期履修期間は、在学年限（修士・博士前期課程：４年、博士後期課程：５

年）の範囲内で選択することができます。  
 

（（３３））長長期期履履修修期期間間のの変変更更等等ににつついいてて   
長期履修を認められた学生（以下「長期履修学生」という。）が事情により

履修期間の短縮を願い出る場合は、前年度の教務係が指定する期日までに願い

出なければなりません。ただし、特別な事情がある場合には、指定する期日以

外の時期においても履修期間の短縮を願い出ることができます。  
 

（（４４））長長期期履履修修学学生生のの授授業業料料ににつついいてて   
長期履修学生の授業料及び授業料の徴収方法については、大阪大学学生納付

金規程の規定によります。  
その他、長期履修制度に関する手続きについては、教務係にお問い合わせく

ださい。  
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大阪大学大学院文学研究科

申請時 審査後

1 学位申請書 様式文１ 紙 1 ○ 文学研究科長宛

紙 1 ○

電子データ
(Word)

1 ○

紙 2 ○

電子データ
(PDF)

1 ○

紙 2 ○

電子データ
(Word)

1 ○

任意様式

右記「備
考」欄の項
目を満たし
て下さい。

6 単位修得退学証明書 紙 1

○
単位修
得退学
者のみ

文学研究科教務係にて発行申込手続を行ってください。
（申し込みから発行までに約３日程度かかります。）

冊子 1 ○

電子データ
(PDF)

1 ○

8 参考論文
審査員
数分

○
参考論
文があ
る場合
のみ

審査用に必要部数を用意してください。
審査用必要部数は、関係教員に確認してください。

紙 1 ○

電子データ
(Word)

1 ○

10

博士論文のインターネット
公表（大学機関リポジトリ
掲載）保留事由に係る報告
書

様式１１ 紙 1 ○
様式１０において「全文の公表の保留希望」を選択した場合は「インター
ネット公表（大学機関リポジトリ掲載）保留事由に係る報告書（様式１
１）」を提出してください。

11 提出後の連絡先 様式１２ 紙 1 ○
論文提出以降の連絡先を記入し提出してください。
留学生の方は英文トランスクリプトに記載する氏名も記入してください。

備　考

2 論文目録 様式２

必要書類等 様式 形式 部数
提出時期

4 履歴書 様式４

3 論文内容の要旨 様式３

5 業績一覧

・著書、学術論文、口頭発表等の題目
・単著、共著の別
・発行書、発表雑誌又は発表学会等の名称
・発行、発表年月日
・ページ数（単行本の場合は、総ページ数ないし担当ページ数を明記してく
ださい。審査対象となる提出論文は、含めないでください。）

閲覧に耐えうるよう製本したものを用意して下さい。（簡易製本でかまいま
せんが、指導教員より指示がある場合はそれに従ってください。）
400字詰め300枚程度を基準としてください。
縦A４版が望ましい。
表紙及び背表紙に論文題目及び学位申請者氏名を必ず記載してください。
審査用に必ず別途必要部数を用意してください。
審査用必要部数は、関係教員に確認してください。

7 主論文

1 ○

指導教員と著作権等に関する内容を相談のうえ提出してください。

博博士士学学位位申申請請手手続続きき必必要要書書類類一一覧覧

４．提出した電子データの内容に変更が生じた場合は教務係に再提出してください。

9
博士論文のインターネット
公表（大学機関リポジトリ
掲載）確認書

様式１０

１．教務係に学位申請する際は、必ず関係教員を通じて行ってください。

　　申請の際は、必ず印鑑を持参してください。

２．課程博士の学位申請期限は、単位修得退学後３年以内（12月又は6月の所定期間内に限ります。）となります。

３．電電子子デデーータタははフファァイイルル形形式式をを確確認認しし、、提提出出ははUUSSBBメメモモリリにに入入れれてて提提出出ししててくくだだささいい。。

（注意事項）

数量は「１冊」としてください。
印刷公表（予定）年月日等が未定の場合は、以下すべての項目を「未定」と
してください。

4000字程度を横書きで作成してください。
原則としてタイプ打ち（９ポイント　ＭＳ明朝体）で作成し、Ａ４版用紙２
枚以内で提出してください。
複数枚にわたる場合、左上ホッチキス止めしてください。

日付は、学位記及び証明書等で確認の上、正確に記入してください。
また、外国人申請者は、外国籍用を使用し、各年月日は、必ず西暦で記入し
てください。

紙

７７．．長長期期履履修修学学生生制制度度ににつついいてて   
文学研究科では、以下の申請資格を満たす大学院生が標準修学年数（修士・博

士前期課程：２年、博士後期課程３年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教

育課程を履修することができるよう「長期履修学生制度」を設けています。  
（（１１））申申請請資資格格   

①職業を有する者  
正規雇用・非正規雇用にかかわらず、恒常的に勤務している者、または勤

務する予定である者。ただし、外国人留学生を除きます。  
②出産・育児・介護等を行う必要のある者  

小 学 校 就 学 前 ま で の 子 を 養 育 す る 必 要 の あ る 者 、 ま た は 親 族 の 介 護 等 を

行う必要のある者。  
③その他、特に長期に履修することが研究教育上必要と認められる者  
  

（（２２））申申請請手手続続きき等等ににつついいてて   
長期履修制度は、入学時・進学時だけでなく、在学中の年度のはじめから適

用することができます。申請手続にあたっては、指導教員と相談のうえ、教務

係が指定する期日（前年度２月頃）までに所定の様式により願い出てください。

ただし、長期履修制度申請時に標準修業年数の残りが１年未満である者は申請

することができません。  
長期履修期間は、在学年限（修士・博士前期課程：４年、博士後期課程：５

年）の範囲内で選択することができます。  
 

（（３３））長長期期履履修修期期間間のの変変更更等等ににつついいてて   
長期履修を認められた学生（以下「長期履修学生」という。）が事情により

履修期間の短縮を願い出る場合は、前年度の教務係が指定する期日までに願い

出なければなりません。ただし、特別な事情がある場合には、指定する期日以

外の時期においても履修期間の短縮を願い出ることができます。  
 

（（４４））長長期期履履修修学学生生のの授授業業料料ににつついいてて   
長期履修学生の授業料及び授業料の徴収方法については、大阪大学学生納付

金規程の規定によります。  
その他、長期履修制度に関する手続きについては、教務係にお問い合わせく

ださい。  
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８８．．横横断断型型教教育育ににつついいてて  

 

（（１１））大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム、、大大学学院院等等高高度度副副ププロロググララムムににつついいてて  

 

大阪大学では、大学院教育における高度教養教育の更なる展開に向けて導入された「学際融

合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム（Double-Wing Academic Architecture、DWAA）」

を推進しており、その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教

育課程以外の教育プログラムを履修できる「「大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム」」、「「大大学学院院等等高高度度副副ププロロググ

ララムム」」を提供しています。 

「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」は、学生が所属する主専攻の教育

課程以外の内容を学んだり、あるいは主専攻の専門性を生かすための関連分野を学んだりするた

めの教育プログラムです。主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目を効果的に受講

することで、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野を養うことを目的としています。 

 どちらのプログラムも、教育目標に沿った一定のまとまりのある授業科目で構成されており、

各プログラムが定める要件を満たすことで、当該プログラムの修了認定証が交付されます。 

 

 令和３年度は、以下に記載する「副専攻プログラム」１８プログラム、「高度副プログラム」

４２プログラムが実施されます。 

各プログラムの詳細については、大阪大学の Web サイトをご参照ください。なお、大学院の新入

生にはプログラムのパンフレットを別途配布します。 

 

 

（（２２））学学際際融融合合教教育育科科目目ににつついいてて  

 

本学における横断型教育（学部・研究科の枠を超えた学び）の、より一層の充実を目指して、

複眼的視野を涵養するための授業科目として「「学学際際融融合合教教育育科科目目」」を設置しています。 

学際融合教育科目は、全学の大学院学生に提供していますので、興味のある方は是非履修して

みてください。 

 

※学際融合教育科目は、大学院横断教育科目の科目区分の一つとして開講しており、その他の科

目区分としては、コミュニケーションデザイン科目（高度教養・汎用力の基礎となる教育に関

する授業科目）、CO デザイン科目（社会的課題に応じた高度汎用力を備えた人材育成のための

教育に関する授業科目）があります。詳細については、それぞれのシラバスを参照してくださ

い。 

※履修登録は、全学で統一された「他部局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）

から行ってください（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 

※これら大学院横断教育科目の単位認定についての取り扱いは、研究科によって対応が異なりま

す。修了要件への算入可否については、事前に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に確認し

てください。 

 

その他、詳細は以下の URL からご参照ください。 

 http://www.celas.osaka-u.ac.jp/students/senior/ 

 

（（３３））ココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目及及びび CCOO デデザザイインン科科目目ににつついいてて  

 

■■教教育育ププロロググララムムのの目目的的  

 大阪大学は、高等教育における新しい教育の目標として〈高度汎用力〉の育成を掲げています。

CO デザインセンターは人人ををつつななぎぎ、、知知識識ををつつななぎぎななががらら、、ととももにに創創出出すするる力力をを身身ににつつけけるるための

学部・研究科横断型の新しい高度教養・高度汎用力育成プログラムの研究開発と教育にあたって

います。 

 「「ココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目」」は、対話することを通して、課題を発見し、ともにその

解決をめざし、社会のなかで実践するための基礎的な教育プログラムとして学部生、大学院生を

対象に開講されています。 

 また、「「CCOO デデザザイインン科科目目」」は、さまざまな現実の社会課題の解決を目指したアドバンスト・プ

ログラムとして、より系統的に社会実践力を修養するための科目群として大学院学生を対象に開

かれています。 

    

■■各各研研究究科科・・学学部部ででののココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目及及びび CCOO デデザザイインン科科目目のの取取りり扱扱いいににつついいてて  

 コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目の単位認定についての取り扱いは、各

学部・研究科によって対応が異なりますので、履修に際しては、事前に指導教員や所属学部・研

究科の教務担当窓口に必ず相談してください。 

 なお、CO デザイン科目は、大学院学生（修士課程、博士前期課程、博士後期課程）対象の科目

のため、学部学生は履修することはできません。 

 

■■履履修修手手続続方方法法ににつついいてて 

 コミュニケーションデザイン科目と CO デザイン科目の履修登録は、全学で統一された「他部

局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）から行ってください 

（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 
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８８．．横横断断型型教教育育ににつついいてて  

 

（（１１））大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム、、大大学学院院等等高高度度副副ププロロググララムムににつついいてて  

 

大阪大学では、大学院教育における高度教養教育の更なる展開に向けて導入された「学際融

合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム（Double-Wing Academic Architecture、DWAA）」

を推進しており、その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教

育課程以外の教育プログラムを履修できる「「大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム」」、「「大大学学院院等等高高度度副副ププロロググ

ララムム」」を提供しています。 

「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」は、学生が所属する主専攻の教育

課程以外の内容を学んだり、あるいは主専攻の専門性を生かすための関連分野を学んだりするた

めの教育プログラムです。主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目を効果的に受講

することで、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野を養うことを目的としています。 

 どちらのプログラムも、教育目標に沿った一定のまとまりのある授業科目で構成されており、

各プログラムが定める要件を満たすことで、当該プログラムの修了認定証が交付されます。 

 

 令和３年度は、以下に記載する「副専攻プログラム」１８プログラム、「高度副プログラム」

４２プログラムが実施されます。 

各プログラムの詳細については、大阪大学の Web サイトをご参照ください。なお、大学院の新入

生にはプログラムのパンフレットを別途配布します。 

 

 

（（２２））学学際際融融合合教教育育科科目目ににつついいてて  

 

本学における横断型教育（学部・研究科の枠を超えた学び）の、より一層の充実を目指して、

複眼的視野を涵養するための授業科目として「「学学際際融融合合教教育育科科目目」」を設置しています。 

学際融合教育科目は、全学の大学院学生に提供していますので、興味のある方は是非履修して

みてください。 

 

※学際融合教育科目は、大学院横断教育科目の科目区分の一つとして開講しており、その他の科

目区分としては、コミュニケーションデザイン科目（高度教養・汎用力の基礎となる教育に関

する授業科目）、CO デザイン科目（社会的課題に応じた高度汎用力を備えた人材育成のための

教育に関する授業科目）があります。詳細については、それぞれのシラバスを参照してくださ

い。 

※履修登録は、全学で統一された「他部局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）

から行ってください（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 

※これら大学院横断教育科目の単位認定についての取り扱いは、研究科によって対応が異なりま

す。修了要件への算入可否については、事前に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に確認し

てください。 

 

その他、詳細は以下の URL からご参照ください。 

 http://www.celas.osaka-u.ac.jp/students/senior/ 

 

（（３３））ココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目及及びび CCOO デデザザイインン科科目目ににつついいてて  

 

■■教教育育ププロロググララムムのの目目的的  

 大阪大学は、高等教育における新しい教育の目標として〈高度汎用力〉の育成を掲げています。

CO デザインセンターは人人ををつつななぎぎ、、知知識識ををつつななぎぎななががらら、、ととももにに創創出出すするる力力をを身身ににつつけけるるための

学部・研究科横断型の新しい高度教養・高度汎用力育成プログラムの研究開発と教育にあたって

います。 

 「「ココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目」」は、対話することを通して、課題を発見し、ともにその

解決をめざし、社会のなかで実践するための基礎的な教育プログラムとして学部生、大学院生を

対象に開講されています。 

 また、「「CCOO デデザザイインン科科目目」」は、さまざまな現実の社会課題の解決を目指したアドバンスト・プ

ログラムとして、より系統的に社会実践力を修養するための科目群として大学院学生を対象に開

かれています。 

    

■■各各研研究究科科・・学学部部ででののココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目及及びび CCOO デデザザイインン科科目目のの取取りり扱扱いいににつついいてて  

 コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目の単位認定についての取り扱いは、各

学部・研究科によって対応が異なりますので、履修に際しては、事前に指導教員や所属学部・研

究科の教務担当窓口に必ず相談してください。 

 なお、CO デザイン科目は、大学院学生（修士課程、博士前期課程、博士後期課程）対象の科目

のため、学部学生は履修することはできません。 

 

■■履履修修手手続続方方法法ににつついいてて 

 コミュニケーションデザイン科目と CO デザイン科目の履修登録は、全学で統一された「他部

局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）から行ってください 

（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 
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